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令和５年度(２０２３年度) 希望の郷拠点事業計画 

〔老人デイサービスセンター希望の郷〕 

 

 

 Ⅰ．事業方針 

(1)一人ひとりを個人として尊重します。 

   (2)長年住み慣れた地域での生活の歴史を大切にします。 

   (3)利用者の個性とニーズに応える個別処遇を行います。 

   (4)充実感と満足感をえられるような支援を行います。 

   (5)医療機関や町村及び関係機関との緊密な連携体制を保ちます。 

   (6)利用者、家族との信頼関係を築きます。 

   (7)職員の介護力の強化、向上に努めます。 

   (8)ケアプランに沿った通所介護計画や個別機能訓練計画、運動機能向上サービス 

計画を立て実施し、利用者様の自立に向けた生活機能の維持向上に努めます。 

 

  Ⅱ．事業目標 

  １.利用者サービスの充実 

    現状の利用状況に合わせ定員を 25名から 20名に変更致します。 

    サービス内容の充実を図り、利用の満足度を上げ経営基盤の安定に繋げます。   

    在宅生活を継続するにあたって、地域での生活を重視したサービスの提供を行う 

ことで自分らしくいきいきと自立した生活が送れるように支援致します。 

 

KGI（重要最終目標） 

指標の名称 算出式 指標値 

目標利用者数 

(定員 20名) 
6,180名×0.78 4,820名 

 

２.地域社会との関係性強化 

   地域ボランティアの受け入れや地域行事の参加、介護等の相談の受け入れをし、 

地域住民の多様なニーズに対応した地域に根ざした施設を目標にします。 

 

KGI（重要最終目標） 

指標の名称 算出式 指標値 

地域ボランティ

アの受入数 
― 24名 
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３.生産性の向上 

  多職種連携の体制を整え、新たな加算取得をめざし、収益アップに努めます。また、 

人財育成による職員の業務遂行能力向上と業務の効率化を目指します。 

 

                            

KGI（重要最終目

標） 

指標の名称 算出式 指標値 

人時生産性 37,954千円÷17,231時間 2.20千円 

労働生産性 37,954千円÷9.05人 4,193千円 

算出式：人時生産性＝付加価値額÷総所定労働時間 

        総所定労働時間＝所定労働日数（238日）×8H×総職員数（常勤換算数） 

        労働生産性＝付加価値額÷総職員数（常勤換算数） 

 

Ⅲ．事業計画 

［サービス計画］ 

１．利用者（入所者）計画 

  （１）利用率・稼働率計画（令和 5年度末） 

定員数 計画数 
利用率・稼働率

（KPI） 

6,180名 4,820名 78％ 

      開所予定日数 309日 

      1日定員数 20名 

  

  （２）利用者構成計画（令和 5年度末） 

 介護度・クラス別等 計画数 構成割合 

健幸サロン      5名     9.0％ 

事業対象者      3名     5.5％ 

要支援１ 3名 5.5％ 

要支援２ 8名 15.0％ 

要介護１ 20名 36.0％ 

要介護２ 10名 18.0％ 

要介護３ 3名 5.5％ 

要介護４ 3名 5.5％ 

要介護５      0名     0.0％ 

計 55名       100.0 % 
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２．サービス実施計画 

 （１）介護保険関係サービス 

           担当：看護職・介護職・リハビリ職・調理職 

    実施内容（具体的内容） KPI 取得加算 

介護本来の目的である利用者の自立を促すために、関係

する専門職種で連携を図ることによりデイサービスの施

設機能を十分に発揮します。自立支援に向けて取り組む

管理的項目は以下のとおりとします。各管理項目におい

てマネジメントサイクル（ＰＤＣＡ）を展開することに

より、ご利用者様の自立度を高めケアプランにおける生

活目標の実現を図ります。 

 

 

 

科学的介護

推進体制加

算 

 

〈自立支援ケア〉 

実施項目 目的・実施内容 介護計画 KPI 関係加算 

水分管理の

実施 

 ご利用者様毎の最適水

分摂取量をデータ把握

し、毎回利用時に摂取

していただくことによ

り心身状態の改善に繋

げていきます。 

 

 

基本摂取量は 1日 1000ml

とし、ご利用者様の状態

に応じて目標摂取量を設

定します。 

ご利用者様に合った摂取

方法を講じることにより

実施目的の達成を図りま

す。 

目標摂取量

の達成 

（100％） 

 

運動管理の

実施 

ご利用者様毎の最適な

運動方法を把握し、毎

回定期的に実施し、そ

の状態をデータ管理す

ることにより、可動域

の改善に繋げていきま

す。 

ご利用者様の状態に応じ

た目標運動量・支援方法

等を設定し、それにより

可動域などの向上により

目的の達成を図ります。 

目標運動量

の達成 

（100％） 

▪個別機能訓

練加算Ⅰ 

▪運動器機能

向上加算 

▪個別機能訓

練加算Ⅱ  

▪ADL 維持加

算 

排泄管理の

実施 

ご利用者様毎の排泄リ

ズムを把握し、トイレ

で排泄が行えるように

支援します。 

 

日中快適に過ごして頂け

るようご利用者様の状態

に応じた排泄目標、支援

方法などを設定し実施目

的の達成を図ります。 
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体調維持・

改善 

管理の実施 

ご利用者様毎の健康状

態をデータ管理し、病

態の維持・改善に繋げ

ていきます。 

バイタルチェックの実

施・ご本人様やご家族様

から体調や日頃の様子等

聞き取り早期対応を図り

ます。 

状態維持・

改 善 率  

（70％） 

入 院 者 数 

（4％） 

▪ADL 維持等

加算 

 

入浴管理の

実施 

ご利用者様の健康促進

を図る為入浴管理を実

施します。 

ご利用者様の状態に応じ

た入浴目標、支援方法な

どを設定し、実施目的の

達成を図ります。 

入浴率 

（100％） 

▪入浴介助加

算Ⅰ 

口腔衛生管

理の実施 

ご利用者様の口腔状態

を把握し、摂食状態の

改善、感染症予防に繋

げていきます。 

ご利用者様の口腔状態に

応じた支援方法等を設定

し実施目的の達成を図り

ます。 

 ▪口腔・栄養

スクリーニ

ン グ 加 算

（Ⅰ） 

実施方法：本人、家族、看護師、介護職、ケアマネと連携しながら利用者の状態管理をそれぞ

れの専門的立場から実施し、KPIの達成を目指します。 

 

〈認知症ケア〉 

実施項目 目的・実施内容 介護計画 KPI 関係加算 

認知度管理 

 

 

認知症状のあるご利用

者様に対して、ご家族

の状況、ご利用者様の

特質等考慮し、可能な

限り在宅生活を維持で

きるように担当専門職

員によるケアを個別的

に実施します。 

ケアプランによる介護計

画においてご利用者様の

状態に応じた認知改善目

標を設定し実施目的の達

成を図ります。 

 

 

 

 

〈給食・栄養ケア〉 

実施項目 目的・実施内容 介護計画 KPI 関係加算 

栄養管理 

 

 

ご利用者様毎の摂食状

況や毎月の体重測定か

ら栄養状態をデータ管

理すると共に、健康の

維持、増進・栄養状態の

改善に繋げ生活の質の

向上を図ります。 

ご利用者様の状態に応じ

た栄養目標を設定し実施

目的の達成を図ります。 
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（２）介護保険外サービス（高齢者福祉事業所の場合） 

担 当：看護職・介護職・リハビリ職、調理職 

＜健幸サロン事業＞ 

     実施内容（具体的内容） KPI 

介護認定を受けていない方を対象に定期的に利用をすることで地

域の方の憩いの場所の提供をします。また利用回数が決まってい

る介護予防・日常生活支援総合支援の方の追加利用で、在宅での生

活が維持できるように機能訓練等のサービス提供を行います。 

利 用 者 数  

5名を維持 

 

 ３．組織及び人員体制計画 

   （１）組織体制図 

  

契約職

パート職
パート職 パート職

所長

所長兼務

介護係長兼務

生活相談 看護 リハビリ

一般職(リハビ

リ兼務)

パート職(リハ

ビリ兼務)

一般職

(看護兼務)

パート職

(看護兼務)

介護 厨房 送迎

係長(生活相談

兼務)

一般職

                             

            

 （２）人員体制計画（令和 5年度末） 

                                （単位：人）         

役職名 

 

令和 4年度実績 令和 5年度計画 

正職 非正職 正職 非正職 

所長 1（0.5）  1（0.5）  

生活相談員 （1.0）  （1.0）  

看護師 1（0.5） 1（0.2） 1（0.7） 1（0.3） 

機能訓練指導員 （0.5） （0.2） （0.3） 1（0.7） 

介護員 2（1.5）   6（3.5） 2（1.5）   5（2.55） 

厨房職員  4（1.4）  4（1.4） 

運転手  1（0.1）  1（0.1） 

計 4（4.0） 12（5.4） 4（4.0） 12（5.05） 

＊カッコ内常勤換算数 

管理者（所長）、生活相談員、看護師、機能訓練指導員は兼務。 
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［人財育成計画（研修計画）］ 

 （１）事業所内研修 

研修名 対象者 予定人員 研修内容 

避難訓練・消火訓練 全職員 8名 火災時、安全に避難できるよ

うに訓練を行います。また、消

火の仕方、消火器設置場所等 

再確認します。 

認知症の理解 全職員 5名 認知症の利用者に対する適切

なケアが行えるよう、認知症

及び認知症ケアに関する知識

や対応方法等の理解を深めま

す。 

感染症対策について 全職員 5名 感染症・衛生管理の知識と心

構えを学び、予防の重要性を

再確認します。 

送迎について 全職員 8名 安全に送迎が行えるようにマ

ニュアルの再確認を行いま

す。 

救急法講習会 全職員 5名 心肺蘇生法等について学び、

迅速に救急処置が行えるよう

知識・技術を身につけます。 

リスクマネジメント 全職員 5名 介護現場で生じる可能性のあ

る事故を想定し、その対応方

法を学び予防の重要性につい

て再確認します。 

虐待防止について 全職員 5名 マニュアルに沿って虐待防止

と発見時の対応について再確

認を行い、職員の共通認識を

図ります。 

サービス検討会 全職員 5名 年 2 回アンケートを実施し、

それについて分析しサービス

向上を図ります。 

不審者対応について 全職員 8名 不審者の対応方法を学び、マ

ニュアルの再確認を行ないま

す。 
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（２）事業所外研修（外部派遣研修） 

研修名 対象者 予定人員 研修内容 

認知症介護基礎研修 無資格者 2名 認知症介護について、基本的な

知識・技術、実践する際の考え

方を身につけます。 

口腔ケア研修 一般職 １名 口腔ケアに関する基本的知識

や技術を学び、疾患予防及び病

状悪化防止に取り組みます。 

OJT推進研修 管理職 

係長 

2名 意欲を持って自律的に仕事を

していく職業人を育てる職場

作りについて学びます。 

指導的職員研修Ⅰ 係長 1名 「問題解決能力」を磨き平穏な

職場とご利用者様が安心でき

る環境作りについて学びます。 

指導的職員研修Ⅱ 係長 1名 業務の標準化（手順書作り）を

進めサービスの質を支える土

台作りについて学びます。 

人権・権利擁護研修 係長 

一般職 

2名 福祉職員として身につけるべ

き高い人権意識の醸成を図り

ます。 

 

（３）事業所間研修 

研修名 対象者 予定人員 研修内容 

接遇・マナー研修 全職員 5名 日々の対応を振り返り、法人職

員としての対応の在り方を理

解し業務に反映させます。 

ハラスメント研修 全職員 5名 ハラスメントをなくすことで

一人ひとりの職員が相手を思

いやり心の健康が維持できる

と共に職員環境つくりを行い

ます。 

人権擁護研修 全職員 5名 権利擁護と福祉従事者の役割、

権利侵害としての虐待防止策

を図ります。 

虐待防止について 全職員 5名 虐待について多様な考えに触

れると共に虐待に対する理解
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を深め、不適切なケアをなくし

ます。 

 

［地域との関係強化計画］ 

   実施事項 実施内容（具体的内容） KPI 

ボランティアの受け入

れと地域交流 

地域住民及び学生ボランティア受け入れ、

学生の職場体験の実施や保育所交流等も積

極的に実施していきます。福祉課と連携を

図り、体操やレクリエーション等の情報提

供を行います。 

 

   

［生産性向上計画］ 

（１）新加算取得計画    

取得加算（実績） 取得加算（計画） 

入浴介助加算（Ⅰ） 

個別機能訓練加算（Ⅰ）イ 

運動器機能向上加算 

サービス提供体制強化加算Ⅲ 

介護職員処遇改善加算Ⅰ 

介護職員等特定処遇改善加算Ⅱ 

事業所評価加算 

科学的介護推進体制加算 

入浴介助加算Ⅰ（既存） 

個別機能訓練加算Ⅰイ（既存） 

運動器機能向上加算（既存） 

サービス提供体制強化加算Ⅲ（既存） 

介護職員処遇改善加算Ⅰ（既存） 

介護職員等特定処遇改善加算Ⅱ（既存） 

事業所評価加算（既存） 

科学的介護推進体制加算（既存） 

個別機能訓練加算Ⅱ（新規） 

口腔・栄養スクリーニング加算Ⅰ（新規） 

ADL等維持加算（新規） 

 

 

 

（２）業務見直し計画 

業務見直し計画 期待される成果 

業務の明確化と役割分担 業務の明確化と役割分担の見直しによりムリ・ム

ダ・ムラを削減し業務の効率化を図り生産性に繋げ

ます。 
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［施設等整備計画］ 

整備分類 実施内容 実施目的 実施時期 

器具備品 デスクトップパソコ

ン更新 

OSが古いためサポートが終了しま

す。そのためアップデートがなさ

れずセキュリティーが脆弱になる

為。 

4月 

リース物件 ほのぼのライセンス

更新と取得  

契約更新の為。 

入力業務の重複を回避し業務の効

率を上げる為。 

5月 

車両 送迎車両の購入 公用車（ワゴン R）が廃車となった

ため購入が必要。 

4月 

業務委託 樹木剪定作業 事業所周辺の美化整備の為。 4月 

 

「積立計画」 

             （単位：千円） 

積立目的 積立額 

再建設 0 

大規模修繕 0 

その他 0 

 計 0 

 

［感染症・災害への対応力強化計画］ 

  感染症・災害への対応力を強化するため、BCPに基づくシミュレーションや訓練を 

実施します。 

 

［特記事項］ 

  特になし。 

                                       以上 
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令和５年度(２０２３年度) 桃源の家拠点事業計画 

〔特別養護老人ホーム桃源の家〕 

 

Ⅰ．事業方針 

 ・入居者の人格を尊重したサービスの提供に努めます。 

 ・入院日数および退所後の空床日数を減らし、安定的な施設運営を目指します。 

 ・職員一丸となったサービス提供に努めるとともに労働環境の改善も図ります。 

 

Ⅱ．事業目標 

１．利用者サービスの充実 

日常生活における介護を行う上で、入居者の能力に応じた自立支援介護を念

頭に置き、自立した日常生活を営むことができることで、健康的な生活が送れ

るよう支援いたします。 

 

KGI（重要最終

目標指標） 

指標の名称 算出式 指標値 

月平均稼働日数 年 32,120日÷12か月 2,676日 

     

２．地域社会との関係性強化 

地域の方々と包括的な社会形成を築いていくために、施設資源の活用やボラ

ンティアの受け入れなどを実施し、地域に理解される姿勢を強化するとともに、

公益的事業の活動を積極的に実施、また活動内容を周知させていきます。 

 

KGI（重要最終目

標指標） 

指標の名称 算出式 指標値 

オレンジカフ

ェ・ひだまりサ

ロン・ボランテ

ィアの月平均参

加者 

180人÷12か月 15人 

 

３．生産性の向上 

目標稼働率を確保し、さらに新たな加算取得体制の構築により採算性アップ

に努めるとともに、多職種連携体制によりできる限り人員数を抑え収支の安定

を図ります。 

                         

KGI（重要最終

目標指標） 

指標の名称 算出式 指標値 

人時生産性 397,798千円÷152,129時間  2.61千円 

労働生産性 397,798÷79.9人  4,978千円 
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算出式：人時生産性＝付加価値額÷総所定労働時間 

       総所定労働時間＝所定労働日数（238日）×8H×総職員数（常勤換算数） 

       労働生産性＝付加価値額÷総職員数（常勤換算数） 

 

Ⅲ．事業計画 

  ［サービス計画］ 

１．利用者（入所者）計画 

（１）利用率・稼働率計画（令和 5年度末） 

定員数 計画数 
利用率・稼働率

（KPI） 

100名 32,120日 88％ 

 

（２）利用者構成計画（令和 5年度末） 

介護度別 計画数 構成割合 

要介護度３ 28名 31.1％ 

要介護度４ 30名 33.3％ 

要介護度５ 32名 35.6％ 

計 90名 100％ 

 

２．サービス実施計画 

（１）介護保険関係サービス 

    介護保険法の目的とするご利用者の方の自立を図るためのサービス支援を行

っていきます。そのために個々のサービス計画（ケアプラン）においてご利用

者の方の生活目標を明確にし、それに基づく個別支援計画（具体的サービス実

施計画）において、多職種連携を基本として、各専門職が具体的な支援目標及

び支援内容等を決め、ケアプランにおける生活目標の実現を図ります。 

各専門職の個別支援計画では PDCA サイクルを展開することにより、適正なモ

ニタリングを通じて支援目標の達成度を評価していきます。この評価結果によ

り個別支援計画の支援内容等がサービス計画（ケアプラン）における生活目標

の達成を実現できるものになっているのかをカンファレンス等を通じて評価検

証していきます。 

また、介護部門委員会、医療部門委員会及び給食委員会、安全管理部門委員

会、入所判定委員会を設置し、現状把握と支援の在り方について、問題点の解

明と課題解決のための具体策を協議し、支援サービスの向上に取り組んでいき

ます。 
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   ＜自立支援ケア＞ 

実施項目 目的・実施内容 個別支援計画 KPI 関係加算 

水分管理の

実施 

 

利用者の意識・

覚醒レベルを高

めるために、最

適な水分摂取量

管理を実施す

る。 

基本摂取量は 1 日

1500ml とし、ご利

用者の状態に応じて

目標摂取量を設定す

る。 

利用者に合った摂取

方法を講じることに

より実施目的の達成

を図る。 

 

介護： 目標数値を

設定し、確実に実施

できるチェック体制

を作る。 

 

看護： 医師との連

携に努め水分制限が

必要な方を把握す

る。（脱水に注意す

る）浮腫や体重の変

化などの状態観察に

努める。 

 

栄養：利用者の嗜好

や嚥下状態に応じた

飲料、ゼリーなどを

提供。 

 

 

目標摂取量

の達成

（100％） 

▪科学的

介護推進

体制加算 

運動管理の

実施 

利用者の方の身

体面、健康面を

高めるために運

動管理を実施す

る。 

ご利用者の状態に応

じた目標運動量・支

援方法等を設定し、

それにより可動域等

の向上により目的の

達成を図る。 

 

リハビリ：個別機能

訓練計画に基づき

PDCA サイクルを展

開する。 

 

看護・介護：目標数

値を設定し、確実に

実施できるチェック

体制を作る。個々の

目標運動量

の達成 

（100％） 

 

▪個別機

能訓練加

算Ⅰ・Ⅱ 

 

▪ADL維持

加算（新

規） 

 

 

 

 



25 

 

生活リハビリやユニ

ット内での集団リハ

ビリの定着・ユニッ

トの枠を超えたいき

いきクラス会などの

参加者増加を目指

す。 

 

排泄管理の

実施 

利用者の方の排

泄状態の改善を

図るために排泄

管理を実施す

る。 

自律排泄によるオム

ツ着用率の減少を図

るため、利用者の状

態に応じた排泄目

標、支援方法等を設

定し、実施目的の達

成を図る。 

 

排泄支援計画に基づ

き PDCA サイクルを

展開する。 

 

看護：皮膚の清潔・

保湿に努め、オムツ

による皮膚トラブル

を防ぐ。 

介護：対象者を絞り

一人ずつ日中トイレ

での排泄を進める。 

 

終日オムツ

着用率 10％

減 

▪排泄支

援加算Ⅰ

(新規) 

 

 

 

 

 

 

褥瘡管理の

実施 

利用者の方の褥

瘡発生を防止す

るために褥瘡管

理を実施する。 

 

褥瘡リスクのある利

用者に対し予防策を

決定し、実施目的の

達成を図る。 

 

褥瘡ケア計画に基づ

き、PDCA サイクル

を展開する。 

 

栄養：血清アルブミ

ン値や体重の変化を

把握し、褥瘡発生リ

スクの高い利用者を

見極める。 

必要に応じて状態に

合った栄養補助食品

を提供する。 

 

看護：皮膚の状態の

褥瘡発生率

ゼロ 

▪褥瘡マ

ネジメン

ト加算

Ⅰ・Ⅱ 
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評価を行い、発生の

防止を図る。 

創部の清潔処置を行

うことで早期治癒に

努める。 

 

介護：入浴時など全

身の状態の観察によ

り、早期に発見、看

護師に報告する。 

入浴管理の

実施 

 

 

利用者の方の健

康増進を図るた

め入浴管理を実

施する。 

 

 

利用者の状態に応じ

た入浴目標、支援方

法等を設定し、実施

目的の達成を図る。 

 

介護：個浴・特殊

浴、シャワー浴・清

拭などの適切な介助

により、安全で快適

な環境のもと、清潔

の保持、血行の促

進、リラックス効果

を高める。 

週 2 回以上実施。全

身の状態の確認 異

状時の情報の共有を

図る。 

 

看護：入浴前後の状

態を確認し、安全な

入浴ができるように

する。 

入浴率

100％ 

 

具体的な実施内容及び実施方法は個別支援計画に定める。 

KPI 達成を図るために個別支援計画に係る業務計画を作成し、職員の業務分

担（役割分担）を明確にするとともに、業務のスケジュール化を行う。 

自立支援介護に係る専門委員会を 1カ月ごとに開催し、KPIの達成度の評

価、サービス提供加算取得における問題点及び課題について検討し、課題の解

決に取組む。 
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  ＜認知症ケア＞ 

実施項目 目的・実施内容 個別支援計画 KPI 関係加算 

認知度管理 利用者の方の認

知症状の改善を

図り、QOL を高

めるための管理

を実施する。 

 

利用者の状態

に応じた認知

改善目標を設

定し、実施目

的の達成を図

る。 

 

介護：レクレ

ーション・季

節行事・外出

支援・交流活

動などを実施

する。 

 

看護：外出時

等は医師の許

可が必要な場

合があり、連

携をとる。 

 

リハビリ：長

谷川式スケー

ルを利用し、

認知度の経過

を観察。 

 

栄養・調理：

行事食の提供 

ユニットでの 

調理実習の協

力。 

日常生活自

立度判定レ

ベルの改善 

判定レベル

最上位 I90

～最下位 M0

とし、その

変動の累計

結果 I90 か

らⅡ80 に低

下した場合

は-10、更に

Ⅱ a70 に低

下した場合

は -10 で累

計-20 

 

 

具体的な実施内容及び実施方法は個別支援計画に定める。 

KPI 達成を図るために個別支援計画に係る業務計画を作成し、職員の業務分

担（役割分担）を明確にするとともに、業務のスケジュール化を行う。 

認知症ケアに係る専門委員会を 1 カ月ごとに開催し、KPI の達成度の評価、

サービス提供加算取得における問題点及び課題について検討し、課題の解決に

取組む。 

職員の認知症対応力を向上させるため認知症介護実践リーダー研修修了者を

現在の 2名からユニット毎に配置できるよう進める。 
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   ＜給食・栄養ケア＞ 

実施項目 目的・実施内容 個別支援計画 KPI 関係加算 

栄養管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者の方の健

康維持・増進を

図るため栄養管

理を実施する。 

利用者の状態

に応じた栄養

目 標 を 設 定

し、実施目的

の 達 成 を 図

る。 

 

栄養：栄養ケ

ア計画に基づ

き PDCA サイ

クルを展開す

る。 

BMI や血清ア

ルブミン値、

食事摂取量、

体重の減少な

どから栄養状

態のリスクを

判定する。 

旬の食材や季

節の行事にち

なんだ献立を

立案・提供を

する。必要に

応じ、食品補

助食品を利用

する。 

 

介護・看護・

栄養・調理： 

嚥下、かみ砕

きなどの状態 

を確認し、常

食化の取組み

を推進する。 

 

看護：医師と

の 連 携 を 図

り、状態の悪

化を防ぐ。 

毎月の栄養

スクリーニ

ングによる

低栄養状態

リスク度の

改善率、評

価は以下の

とおり。 

 

低リスク 100 

中リスク 50 

高リスク 0 

高リスクか

ら中リスク

に改善した

場合は改善

率 50％ 

逆に中リス

クから高リ

スクに悪化

した場合は

―50％ 

低リスク維

持の改善率

は 100％ 

毎月スクリ

ーニングの

累積結果と

する。 

▪栄養マネ

ジ メ ント

強化加算 

 

▪再入所時

栄 養 連携

加算 

 

▪経口維持

加 算 ( 新

規) 
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口腔衛生管理 

 

 

 

 

 

利用者の方の健

康維持・増進を

図るため、口腔

状態の管理を実

施する。 

 

 

 

 

 

定期的な歯科

医師・歯科衛

生士訪問によ

る口腔指導の

実施。 

入居者ごとの

口腔状態を管

理し食事摂取

の改善（誤嚥

防止）に繋げ

る。 

 

看護・介護：

口腔内のアセ

スメントの実

施。口腔ケア

実施。 

歯 科 受 診 介

助。 

 

栄養：口腔内

の残差物が残

りにくい食事

形 態 や 、 口

腔、咽頭に残

留しにくいト

ロミの硬さの

統一を図る。 

義歯調整、

作成のため

の歯科受診

率 100％ 

 

誤嚥事故発

生率ゼロ 

 

常食率 10％

増 

 

感染症発生

ゼロ 

 

具体的な実施内容及び実施方法は個別支援計画に定める。 

KPI 達成を図るために個別支援計画に係る業務計画を作成し、職員の業務分

担（役割分担）を明確にするとともに、業務のスケジュール化を行う。 

歯科医師、歯科衛生士による口腔指導を月 1回実施する。 

給食に係る専門委員会を 3 カ月ごとに開催し、KPI の達成度の評価、サービ

ス提供加算取得における問題点及び課題について検討し、課題の解決に取組

む。 

 

＜体調維持支援＞ 

実施項目 目的・実施内容 個別支援計画 KPI 関係加算 

健康管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者の方の健

康維持・増進を

図るため体調管

理を実施する。 

 

 

 

 

 

多職種間の連

携を図り、状

態の安定を図

る。 

異状の早期発

見により、入

院者、入院日

数の減少を図

る。 

入院者ゼロ 

 

 

 

 

 

 

 

 

▪配置医師

緊 急 時対

応加算 

 

▪自立支援

促 進 加算

(新規) 

 

▪ADL 維持
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看護・介護： 

日々の健康チ

ェックを日に

2 回以上実施

する。 

 

栄養：状態に

応じた食事の

提供。 

 

嘱託医との相

談、連絡、報

告 を 密 に 行

う。 

・ 内 科 診 察  

週 2回 

・精神科診察 

月 1回 

・健康診断及

び 結 核 検 診  

年 1回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加 算 ( 新

規) 

看取りケア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体的・精神的

苦痛の緩和また

は軽減を図り、

人生の最期まで

尊厳ある生活支

援を実施する。 

本人、家族の

意 向 を 確 認

し、看取り介

護計画に基づ

き PDCA サイ

クルを展開す

る。 

 

生活相談員・

介護支援専門

員：ご本人・

ご家族の不安

な気持ちを汲

み取り、納得

できる最期が

迎えられるよ

う多職種間で

の連携を密に

する。 

 

栄養：食べる

ことが苦痛に

ならない様、

少量でも口に

おいしく、嚥

看取りケア

対象者 20％ 

 

▪看取り介

護加算 



31 

 

下に無理のな

い食事・水分

を提供する。 

 

看護・介護：  

医師の指示を

受け、疼痛緩

和のための処

置、こまめな

状態把握に努

め、最期まで

寄り添う介護

に徹する。 

具体的な実施内容及び実施方法は個別支援計画に定める。 

KPI 達成を図るために個別支援計画に係る業務計画を作成し、職員の業務分

担（役割分担）を明確にするとともに、業務のスケジュール化を行う。 

医療部門委員会を 3 カ月ごとに開催し、KPI の達成度の評価、サービス提供

加算取得における問題点及び課題について検討し、課題の解決に取組む。 

 

   ＜入退所サービス＞ 

実施項目 目的・実施内容 個別支援計画 KPI 関係加算 

入退所管理 

 

 

 

 

 

利用者のニーズ

に応じた入退所

の適切な手続き

を丁寧、迅速に

実施すると共

に、稼働率の安

定に繋げる。 

 

個別事情に配

慮しながら、

入退所のニー

ズに迅速かつ

適切に対応す

る。 

 

(入所) 

家族の介護負

担軽減に配慮

し、環境の変

化による利用

者の心理的ス

トレスをでき

るだけ軽減で

きるよう、入

所の意向確認

を早めに行う

と共に空床数

を減らす。 

退所について

はご本人の家

族の意向に沿

えるよう相談

の 機 会 を 設

け、当施設で

退所後空床

日数 7日以 

内 

 

 

 

 

 

▪初期加算 

 

▪外泊時・

入 院 時 加

算 

 

▪認知症行

動 ・ 心 理

症 状 緊 急

対応加算 

 

▪若年性認

知 症 入 居

者 受 入 加

算 
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の看取り介護

に繋げる。 

  （退所） 

利用者の退所

後の在宅等で

の生活に支障

が出ないよう

各関係機関と

の調整、連絡

等の相談支援

を実施する。

また、在宅・

入所相互利用

制度を利用者

のニーズに応

じて実施して

いく。 

 

関係機関との

連携を密に行

い待機者の獲

得に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

待機者月 20

名以上の確

保 

▪退所前後

訪 問 相 談

援助加算 

 

▪退所時相

談 支 援 加

算 

 

▪退所前連

携加算 

 

▪在宅復帰

支 援 機 能

加算 

 

▪在宅・入

所 相 互 利

用加算 

具体的な実施内容及び実施方法は個別支援計画に定める。 

KPI 達成を図るために個別支援計画に係る業務計画を作成し、職員の業務分

担（役割分担）を明確にするとともに、業務のスケジュール化を行う。 

入所判定委員会を随時開催し、KPI の達成度の評価、サービス提供における

問題点及び課題について検討し、課題の解決に取組む。 

     

＜安全対策実施＞ 

実施項目 目的・実施内容 個別支援計画 KPI 関係加算 

安全対策管理 利用者の方の安

全安心な生活継

続のため事故発

生 を 未 然 に 防

ぐ。 

 

施設内研修に

よる事故防止

対策と、ヒヤ

リハット事例

に基づくリス

クの排除を徹

底し事故を未

然に防ぐ。 

身体拘束につ

いては、実施

の必要性があ

る場合は取り

決めに基づい

た 実 施 と す

る。虐待につ

いては、虐待

防止チェック 

報告義務に

該当する事

故発生件数

ゼロ 

ヒヤリハッ

ト件数月 20

件（各ユニ

ット） 

▪安全対策

体制加算 
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を定期的に実

施し虐待に繋

がりうる行為

の排除に努め

る。 

具体的な実施内容及び実施方法は個別支援計画に定める。 

KPI 達成を図るために個別支援計画に係る業務計画を作成し、職員の業務分

担（役割分担）を明確にするとともに、業務のスケジュール化を行う。 

安全管理部門委員会を 1 か月ごとに開催、身体拘束・虐待に関しては３か月

ごとに開催し、KPI の達成度の評価、サービス提供加算取得における問題点及

び課題について検討し、課題の解決に取組む。 

 

 

（２）介護保険外サービス 

   担当：看護・介護・リハビリ 

   ＜公益事業＞ 

実施内容 目的・実施内容 個別支援計画 KPI 

オレンジカフェの実

施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひだまりサロンの実

施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症になっても

安心して暮らすこ

とができる地域づ

くりに貢献する。 

 

町の委託を受け、

認知症の方および

その家族をはじめ

地域の方々が気軽

に集うことができ

る場を提供し、認

知症に関する情報

交換や交流により

孤立・閉じこもり

の防止、負担感の

軽減を図る。 

 

 

地 域 の 高 齢 者 の

方々に集いの場の

提供や、活動内容

をサポートするこ

とにより、絆と連

帯感を深め、心の

活力と生活力の向

上を図ってもらう

ことにより、高齢

者の方々がいきい

きと暮らすことが

ミニ体操の実施や相

談事などを一緒に考

えることで不安、孤

独感等を解消するこ

とを目的に月 1回実

施する。 

（石見地域対象） 

内容は以下のとおり

とする。 

・認知症の方及びそ

の家族に対する支

援。 

・認知症に関する勉

強会・相談会の開

催。 

・認知症の啓発や支

え合いの推進。 

 

地域の高齢者団体が

行うサロン活動の場

の借用料や活動費用

等を助成する。活動

の場へ職員を派遣し

活動のサポートを行

う。 

 

 

 

 

参 加 者 年

間延べ 180

名 
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苦情解決・相談対応 

 

できる地域づくり

に貢献する。 

 

サービスの質や信

頼性の向上を図る

ため、利用者、家

族、関係機関、地

域住民からの声を

聴く取り組みを実

施する。 

 

 

 

町からの介護相談員

派遣を受け入れ、入

居者の不満や疑問等

を聞き取り迅速かつ

的確に対応する。円

滑な解決を図るため

に第三者委員を置

く。 

アンケートを実施す

る 。（ 利用 者、 家

族、関係者） 
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３．組織及び人員体制計画 

（１）組織体制計画 

  

係

長

係

長

係

長

係

長

係

長

施

設

長

副

施

設

長

総

務

課

総

務

課

課

長

(

兼

)

介

護

課

介

護

課

長

事

務

員

環

境

衛

生

員

夜

警

員

介

護

員

介

護

員

介

護

員

介

護

員

介

護

員

介

護

員

介

護

員

介

護

員

介

護

員

介

護

員

業

務

課

厨

房

課

医

務

課

課

長

（

兼

）

業

務

課

課

長

（

兼

）

厨

房

課

課

長

医

務

課

係

長

栄

養

士

看

護

師

理

学

療

法

士

支

援

専

門

員

調

理

師

係

長
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（２）人員体制計画（令和 5年度末）  

                              （単位：人） 

役職名 令和 4年度実績 令和 5年度計画 

正職 非正職 正職 非正職 

施設長  1 (0.9)   1 (0.9)   

副施設長 1 (0.2)   1 (0.2)   

課長 3 (3.8)   2 (2.8)   

看護師 3 (3.0) 3 (2.1) 3 (3.0) 3 (2.0) 

生活相談員 1 (0.9)   1 (0.9)   

介護支援専

門員 
2 (2.0)   2 (2.0)   

介護員 30 (30) 30 (20.1) 

 

 

30 (30) 32 (24.5) 

理学療法

士 

1 (0.9)   1 (0.9)   

管理栄養

士 

1 (1.0)   1 (0.9)   

栄養士 1 (0.9)        

調理員 4 (4.0) 4 (3.1) 4 (4.0) 4 (3.1) 

事務員   1 (1.0)   1 (1.0) 

環境・夜警

員 
  10 (4.1)   7 (3.7) 

計 48 (47.6) 48 (30.4) 46 (45.6) 47 (34.3) 

 

カッコ内常勤換算数 

    施設長はショート兼務（0.1人分） 

    副施設長は看護・業務・総務課長兼務（0.8人分） 

    業務係長はショート生活相談員兼務（0.1人分） 

    リハビリ職 1名はショート兼務（0.1人分） 

    管理栄養士はショート兼務（0.1人分） 

    医師は嘱託のため人員体制に換算せず 
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 ［人材育成計画（研修計画）］ 

（１）事業所内計画 

研修名 対象職員 予定人員 研修目的 

接遇・マナー研修 全職員 ９０名 利用者の尊厳を守り信頼関係の

構築を図り、サービス提供者と

してのスキルを磨き、実践す

る。 

事故防止研修 全職員 ３０名 事故事例からの発生原因の究明

や予防策などを検討し事故防止

に繋げると共に、発生時および

事故後の対応について研鑽を深

める。 

感染症研修 全職員 ３０名 感染症に関する知識の習得と感

染防止策の実施および手順など

の認識を深める。 

救急法講習会 全職員 ３０名 迅速な救急処置が行えるよう心

肺蘇生法、ADE 使用法について

学ぶ。 

身体拘束 

虐待防止研修 

全職員 ３０名 身体拘束・虐待に関する取り決

めや、その行為になりうる介護

についての認識を深め、適切な

介護に努める。 

人権擁護研修 全職員 ３０名 尊厳保持と自己決定を尊重した

介護の実践に生かす。 

認知症研修 全職員 ３０名 認知症状や行動のメカニズムを

習得し、それに対する対応方法

などについて事例を基に考え

日々の業務に生かす。 

看取り研修 全職員 ３０名 最期まで尊厳を保つケアについ

て多職種で共通認識を深め、適

切な介護に努める。 

排泄研修 看護職 

介護職 

３０名 残存機能を生かした介助方法

と、できる限りトイレでの排泄

を促す方法の習得を学ぶ。 

 

（２）事業所外研修（外部派遣研修） 

研修名 対象職位 予定人員 研修目的 

中国老施協研修 管理監督職 

一般職 

３名 中国地区の高齢者施設におけ

る取組や実践事例を学ぶ。研

究発表をする。 

県老施協研修 管理監督職 

一般職 

３名 県内の高齢者施設における取

組や実践事例を学び、施設内

に取り入れる。 

認知症ケア研修 

認知症実践者研修 

係長 

一般職 

２名 加算取得要件に必要な研修や

その他自己研鑽を図る目的の

研修に参加する。 
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メンタルヘルス研修 係長 

一般職 

２名 ストレスをため込まないため

の環境作りや、職場環境整備

について学ぶ。 

人権・権利擁護研修 係長 ２名 権利擁護について知識を習得

し、利用者権利を踏まえたサ

ービス提供を実践する。 

認知症介護基礎研修 無資格者 ５名 介護の基礎的サービスの提供

のため、認知症介護の知識、

技術を身につける。 

喀痰・吸引等研修 介護係長 

一般職 

５名 呼吸困難時の救急対応や感染

症の予防のため、現場の介護

職員が必要な知識、技術を身

につける。 

OJT推進研修 係長、課長 ２名 人材育成を推進する重要性を

認識し、具体的な育成方法を

学ぶ。 

指導的職員研修Ⅰ・

Ⅱ 

係長 ２名 業務の手順書作りによる利用

者サービスの質の向上の実

現、手順書作りの活動実践に

ついて学ぶ。 

リスクマネジメント

研修Ⅰ・Ⅱ 

管理職 

 

２名 利用者の安全を最大の目的と

し、サービスの質及び満足度

の向上を目指し、クレーム対

応に必要なスキルや、リスク

管理について学ぶ。 

介護職員初任者研修 一般職 1名 介護職員としての基本的知

識、技術を学ぶ。 

    

 ［地域との関係強化計画］ 

実施事項 実施内容（具体的内容） KPI 

公益事業の推進 地域貢献を目的とした「認知症カフ

ェ」「ひだまりサロン」事業をより拡

大させるための広報活動を行い活動内

容の周知に努め、参加者の増員を図

る。 

年間参加者 180人 

ボランティア交流 ボランティアの方々によるお茶会の実

施や音楽活動を実施する。 

学生の職場体験や保育所との交流も積

極的に行う。 

毎月 1回実施 
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［生産性向上計画］ 

（１）事業規模拡大計画 

  （２）稼働率向上計画 

 令和 5年度 

定員数 100人 

稼働率 88％ 

 

（３）新規加算取得計画 

取得加算（実績） 取得加算（計画） 

（既存） 

看護体制加算Ⅰ 

看護体制加算Ⅱ 

栄養マネジメント強化加算 

療養食加算 

看取り介護体制加算Ⅰ 

介護職員処遇改善加算Ⅰ 

介護職員等特定処遇改善加算Ⅰ 

初期加算 

外泊時・入院時加算 

安全対策体制加算 

個別機能訓練加算Ⅰ 

個別機能訓練加算Ⅱ 

日常生活継続支援加算Ⅱ 

科学的介護推進体制加算 

配置医師緊急時対応加算 

個別機能訓練加算Ⅰ.Ⅱ 

褥瘡マネジメント加算Ⅰ.Ⅱ 

再入所時栄養連携加算 

夜勤配置職員加算 

 

（対象の方があった場合） 

若年性認知症入居者受入加算 

退所前後訪問相談援助加算 

退所前連携加算 

退所時相談支援加算 

在宅復帰支援機能加算 

在宅・入所相互利用加算 

認知症行動・心理症状緊急対応加算 

（既存） 

看護体制加算Ⅰ 

看護体制加算Ⅱ 

栄養マネジメント強化加算 

療養食加算 

看取り介護体制加算Ⅰ 

介護職員処遇改善加算Ⅰ 

介護職員等特定処遇改善加算Ⅰ 

初期加算 

外泊時・入院時加算 

安全対策体制加算 

個別機能訓練加算Ⅰ 

個別機能訓練加算Ⅱ 

日常生活継続支援加算Ⅱ 

科学的介護推進体制加算 

配置医師緊急時対応加算 

個別機能訓練加算Ⅰ.Ⅱ 

褥瘡マネジメント加算Ⅰ.Ⅱ 

再入所時栄養連携加算 

夜勤配置職員加算 

 

（新規） 

経口維持加算 

ADL維持等加算Ⅰ 

自立支援促進加算 

排泄支援加算Ⅰ 
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（４）業務見直し計画 

業務見直し計画 期待される成果 

〇人員配置の整備 〇職種間の連携・協力をより強固にし、多職種の短時

間の業務支援などにより、必要最低限での人員体制

とし、生産性を上げる。 

〇インカムや介護ロボ

ット導入による職場環

境の整備 

〇部署間および施設内連絡、情報共有をスムーズに行

い、業務を無駄なく効率よく実施し、生産性を上げ

る。また利用者の方の安全安心な環境整備により、

稼働率の向上を図る。 

 

［施設等整備計画］ 

整備分類 実施内容 実施目的 実施時期 

器具備品 (介護ロボット)浴室手

動式入浴リフト 

利用者の方の安全・安心の確

保と職員の業務負担軽減・効

率化を図る。 

2月 

器具備品 洗面台給湯器更新 10台 経年劣化のため更新し、安心

安全にお湯を供給する。 

7月 

器具備品 電解水生成装置更新 経年劣化のため更新し、食材

の安全な洗浄を行う 

6月 

器具備品 パソコン 1台 

（厨房課） 

栄養ソフトと連動させ、栄養

マネジメント業務に使用す

る。 

5月 

修繕 スチームコンベクショ

ン（厨房） 

部品の交換を行い、安全・安

心な食事の提供を行う。 

6月 

修繕 プラストチラー（急速

冷却器）（厨房） 

部品の交換を行い、安全・安

心な食事の提供を行う。 

7月 

修繕 食器洗浄機（厨房） 部品の交換を行い、業務の効

率化を図る。 

7月 

職 員 用 住

宅整備 

職員用住宅の建設（1

棟 2戸） 

地域外からの職員確保を図る

ために、住宅を整備する。 

 

 

 ［積立計画］ 

              （単位：千円） 

積立目的 積立額 

再建設 4,000 

大規模修繕 550 

その他 450 

  計 5,000 

    

 ［感染症・災害への対応力強化計画］ 

   感染症・災害への対応力を強化するため、BCPの基づくシミュレーションや訓練

を実施します。 
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［特記事項］ 

経営安定化と社会的課題(CO₂削減等)へ対処するため、電源構成等に係る協議委

員会を設置し、総合的な省電力化策を協議・検討致します。 

 

以上 
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〔老人短期入所特別養護老人ホーム桃源の家〕 

 

 

Ⅰ．事業方針 

 ・利用者の人格を尊重し、安全安心なサービス提供に努めます。 

・利用者および家族との意思疎通を図り、意向に沿ったサービスを提供します。 

・定期利用者の拡大、関係機関との情報共有を通じて新規利用者の開拓に努めま 

す。 

 

Ⅱ．事業目標 

１．利用者サービスの充実 

在宅サービスを支える事業所としての役割を果たすべく、できる限り利用者の

希望に沿った利用調整や急な利用についてもしっかりと対応できる環境作りと、

在宅生活の延長を念頭としたサービス提供に努めます。 

 

KGI（重要最

終目標指標） 

指標の名称 算出式 指標値 

月平均利用日数 年 3,285日÷12か月 273日（稼働率 90％） 

 

２．地域社会との関係性強化 

地域包括ケアシステム構築の推進のため、居宅介護支援事業所，他のサービス

事業所等との連携を密に行い、個別のニーズに迅速、丁寧に対応するなど、地域

課題に沿った事業展開に努めます。 

    

 

KGI（重要最

終目標指標） 

指標の名称 算出式 指標値 

月平均新規利用者数 年 24人÷12か月 2人 

 

３．生産性の向上 

平均稼働率 90％を目標とし、定期利用者の拡大を図るとともに、居宅介護支援

事業所、医療機関等との情報共有を通じて新規利用者の開拓に努めます。 

 

KGI（重要最終

目標指標） 

指標の名称 算出式 指標値 

人時生産性 33,802千円÷12,756時間 2.64千円 

労働生産性 33,802千円÷6.7人 5,045千円 

算出式：人時生産性＝付加価値額÷総所定労働時間 

       総所定労働時間＝所定労働日数（238日）×8H×総職員数（常勤換算数）

労働生産性＝付加価値額÷総職員数（常勤換算数） 
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Ⅲ．事業計画 

 ［サービス計画］ 

1．利用者（入所者）計画 

（１）利用率・稼働率計画（令和 5年度末） 

定員数 計画日数 利用率・稼働率（KPI） 

10名 毎月 273日 90％ 

 

   （２）利用者構成計画（令和 5年度末） 

介護度別 計画日数 構成割合 

要支援者 0日 0％ 

要介護度１ 50日 18.5％ 

要介護度２ 130日 48.2％ 

要介護度３ 68日 24％ 

要介護度４ 25日 9.3％ 

要介護度５ 0日 0％ 

計 273日 100％ 

               

２．サービス実施計画 

（１）介護保険関係サービス 

担当部門：看護・介護・リハビリ・給食・業務 

   ＜自立支援ケア＞ 

実施項目 目的・実施内容 個別支援計画 KPI 関係加算 

日常生活支

援 

 

在宅生活継続の

ため自立支援を

念頭に置き、心

身機能維持・向

上のためのサー

ビスを実施す

る。 

ご利用者の在宅での

生活レベルを維持、

向上できるよう、個

別援助計画書に沿っ

た支援を実施する。 

 

看護・介護：家族、サ

ービス事業所との情

報共有を密に行う。 

食事～利用者の病

状・嗜好や嚥下状態

に応じた食事と、利

用者に合った水分摂

状態維持率

100％ 

 

▪生 活 機

能向上連

携加算 

 

▪個 別 機

能訓練加

算 

 

▪若 年 性

認知症加

算 

 

▪療 養 食
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取量を提供する。 

排泄・入浴～安全で

快適な環境の下、プ

ライバシーに配慮し

ながら実施する 

運動～個々の状態に

応じた運動・体操を

リハビリ職と連携し

実施する。 

余暇活動～趣味や特

技を生かした作業、

他利用者様との交流

などの実施。 

相談員・介護支援専

門員：利用中の状態

の確認、家族、関係

機関との調整、連携

を図る。 

加算 

 

 

＜緊急対応＞ 

実施項目 目的・実施内容 個別支援計画 KPI 関係加算 

緊急支援 認知症状等在宅

生活での対応が

急に難しくなる

ケースに対応

し、家族等の生

活支援を実施す

る。 

緊急対応の依頼があ

った場合は、関係す

る機関と迅速な連携

を図り、スムーズな

受け入れができるよ

う努める。多職種の

連携を密にする。 

 ▪認 知 症

行動・心

理症状緊

急対応加

算 

 

▪緊 急 短

期受入加

算 

 

（２）介護保険外関係事業 

  ＜苦情解決・相談＞ 

  ＊桃源の家事業計画と同じ。 
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３．組織及び人員体制計画 

（１）組織体制計画 

 

機能訓練指導員調理員

施設長

介護員 生活相談員 看護師 栄養士

 

 

（２）人員体制計画（令和 5年度末） 

役職名 令和 4年度実績 令和 5年度計画 

正職 非正職 正職 非正職 

施設長  (0.1)    (0.1)   

生活相談員  (0.1)    (0.1)   

看護職員       1 (0.5) 

介護職員 1 (1.0) 6 (3.15) 2 (2.0) 5 (2.8) 

機能訓練員  (0.1)    (0.1)   

管理栄養士      (0.1)   

栄養士  (0.1)       

調理員   1 (1.0)   1 (1.0) 

計 1 (1.4) 7 (4.15) 2 (2.4) 7 (4.3) 

＊カッコ内は特養との兼務等による常勤換算数 

 

［生産性向上計画］ 

（１）稼働率向上計画 

 令和 5年度 

定員数 10人 

稼働率 90％ 
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（２）新規加算取得計画 

取得加算（実績） 取得加算（計画） 

（既存） 

・若年性認知症加算 

・送迎加算 

・療養食加算 

・サービス提供体制強化加算Ⅲ 

・介護職員処遇改善加算Ⅰ 

・介護職員等特定処遇改善加算Ⅱ 

・夜勤職員配置加算 

・認知症行動・心理症状緊急対応加算 

・緊急短期受入加算 

（既存） 

・若年性認知症加算 

・送迎加算 

・療養食加算 

・サービス提供体制強化加算Ⅲ 

・介護職員処遇改善加算Ⅰ 

・介護職員等特定処遇改善加算Ⅱ 

（新規） 

・機能訓練体制加算 

・個別機能訓練加算 

・生活機能向上連携加算 

・医療機関連携加算 

・看護体制加算 

 

 

その他は特別養護老人ホーム桃源の家の事業計画と同様。 

 

 以上 
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令和５年度(２０２３年度) 香梅苑拠点事業計画 

〔養護老人ホーム香梅苑・特定施設入居者生活介護事業所〕 

   

 Ⅰ．事業方針 

   その人らしく、元気で、笑顔あふれる生活が継続できるよう、入居者様の立場に

立ち尊厳を守りながら、常に自立を目指した取り組みを行うとともに、福祉施設と

しての役割を果たすべく施設の専門性を活かし、地域福祉の増進に努めます。 

 

  Ⅱ．事業目標 

  １.利用者サービスの充実 

   個々の人格と個性を尊重し、介護技術の進歩に対応したサービスを提供し、自立 

した生活を営むことができるよう支援します。 

科学的根拠に基づく「自立支援介護」を推し進め、その介護技術の定着を図る 

ことにより本質的な人間の尊厳を重視したサービスの充実・強化を目指します。 

   

KGI(重要最

終目標指数) 

指標の名称 算出式 指標値 

月平均在籍日数 年 17,885日÷12か月 1,490日(稼働率 98％) 

 

２.地域社会との関係性強化 

保護施設として入居者の生きがいの高揚や社会復帰に向けての自立意欲の向上 

のため、地域との関係の維持、継続を図ります。また、施設が持つ専門的知識や 

技術などを活かすため、地域住民、ボランティア、学校、行政、医療及び福祉関 

係者との連携を強化し、災害時などにおける要支援者の支援ネットワーク等、地 

域に根ざした施設づくりを目指します。 

 

KGI(重要最終

目標指数) 

指標の名称 算出式 指標値 

町内住民などの受け

入れ数 
100人÷12×3 四半期 25人 

施設外活動参加人数 100人÷12×3 四半期 25人 
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３.生産性の向上 

専門職としての知識及び技術の向上により業務遂行能力を高め、また新たな加

算取得による収入増を図るため取得要件を満たすための整備に努めます。 

 

KGI(重要最終目標

指数) 

指標の名称 算出式 指標値 

人時生産性 167,640千円÷49,504時間 3.386千円 

労働生産性 167,640千円÷26人 6,447千円 

算出式：人時生産性＝付加価値額÷総所定労働時間 

総所定労働時間＝所定労働日数（238日）×8H×総職員数（常勤換算数） 

       労働生産性＝付加価値額÷総職員数（常勤換算数） 

 

 Ⅲ．事業計画 

［サービス計画］ 

  １．利用者（入所者）計画 

   （１）利用率・稼働率計画（令和５年度末） 

   定員数 計画数 
利用率・稼働率

（KPI） 

１８，２５０名 １７，８８５名 ９８％ 

 

   （２）利用者構成計画（令和５年度末）  

 介護度 計画数 構成割合 

自立     １７名     ３４％ 

要支援 1      ０名        ０％  

要支援 2      ０名       ０％ 

要介護 1     １８名     ３６％ 

要介護 2     １５名     ３０％ 

要介護 3      ０名     ０％ 

要介護 4      ０名      ０％ 

要介護 5      ０名     ０％ 

計     ５０名      １００％ 

  

２．サービス実施計画 

  養護老人ホームの保護施設としての役割を再認識し、施設が持つ専門的な知識 

や技術などを活かし、施設と地域との交流を促進することにより利用者の生きが 

い高揚や家庭復帰、社会復帰に向けての自立意欲の助長を図るとともに、一人ひ 

とりの状態に応じた趣味活動やクラブ活動を通して楽しみのある生活の場を提 
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供する施設サービスを行います。 

  また、個々の介護サービス計画においては、ご利用者の方々の生活目標を明確 

にし、それに基づく個別支援計画において多職種連携を基本として、各専門職が 

具体的な支援目標及び支援内容等を決め、ケアプランにおける生活目標の実現を 

図るため、各支援に於いて関係する委員会で目標達成の検証・問題点の把握及び 

改善策について検討し実施することにより介護サービスの向上を図ります。    

サービス内容の実施については、以下の取り組みを各職種が連携して実施いた 

   します。 

 

 ＜自立生活支援サービス＞ 

  担当職種 ：嘱託医・看護師・支援員(介護員)・生活相談員・介護支援専門員・ 

訓練指導員の連携により実施します。 

  関係委員会：自立支援介護委員会、事故防止委員会、感染予防対策委員会 

（各委員会毎月 1回開催） 

  実施内容（具体的内容） 個別支援計画 KPI 取得加算 

自立した日常生活を営むことがで

きるように社会復帰の促進及び自

立のために必要な指導、訓練等の

支援を実施する。 

軽作業等の場を提

供し、自立した生活

を促す支援を行う。

また地域行事等へ

の参加の促進。 

 ▪措置費、

管理費加

算 

＜余暇活動等参加の支援＞ 

利用者からの要望や趣味・特技等

を生かした様々なクラブ活動を提

供し、生活意欲及び生活の質の向

上を図る。 

 

＜必需品購入等の支援＞ 

必要な物品を購入するための外出

支援、または出張販売を依頼し施

設内でも購買機会を提供するなど

日常生活の円滑化を図る 

 

＜苦情・要望の解決＞ 

日々利用者からの苦情・要望等を

積極的に聞き早期解決に努める。

受け付け内容については、PC内の

「苦情・要望」項目欄へ入力し確認

 

実施活動の提供と

活動的な生活支援

に繋げる。 

 

 

 

外出機会を提供し

自らの必需品購入

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加率 

100％ 
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する。サービス内容については生

活相談員によるアンケート実施を

定期的に行い、要望を把握し改善

に繋げる。内容によっては第三者

委員の方々に相談し適切な対応を

図る。 

 

＜体調管理支援＞ 

看護師による毎日の健康チェック

と嘱託医による定期診察及び年 2

回の健康診断の実施にて入居者

個々の状態把握を行い体調変化の

早期発見と、適度な水分と運動量

の確保に努め入院者及び入院日数

の減少を図る。 

 

 

 

＜水分摂取支援＞ 

1日の目標水分量摂取のために、1

日 8 回の水分摂取時間を設け、日

勤者及び夜勤者にて摂取の呼びか

け及び介助を行う。（起床時、毎食

事、10時、15時、ウオーキング時、

入浴前後、就寝時） 

 

＜運動能力向上支援＞ 

毎日のラジオ体操と苑内ウオーキ

ングを実施し、日常生活に於いて

運動能力の維持・向上を図る。（体

操、ウオーキング各毎日 2 回実

施。）暖かく天気の良い日は苑外散

歩も実施する。 

 

＜排泄管理支援＞ 

水分摂取の促しや運動量を増やす

ことで、自然排便者の割合を増や

 

 

 

 

 

 

 

 

既往歴や疾病管理 

診断結果などの情

報管理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日の基本摂取量を

1.500 ㎖（制限のな

い方）とし、状態に

応じて摂取量を設

定する。 

 

 

 

運動実施内容及び

実施方法を設定し

個別機能訓練計画

を作成する。 

 

 

 

 

個々の排泄状態や

支援方法を設定す

 

 

 

 

 

 

 

 

年 間 延

べ 入 院

日 数 を

50 ％ 減

とする。

（ 前 年

度比較） 

 

 

 

 

1.500 ㎖

以 上 摂

取 者 割

合 100％

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下 剤 服

用 者 割

 

 

 

 

 

 

 

 

▪科 学 的

介護推進

加算 

▪夜 間 看

護体制加

算 

▪退院・退

所時連携

加算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▪個 別 機

能訓練加

算 

 

 

 

 

 

 

 



51 

 

す。日勤帯に於いて日々の排泄チ

ェック表を確認し、便秘気味の方

へは状況に応じて看護師指示の

下、下剤投与等で調整し排便を促

す。 

 

＜口腔衛生支援＞ 

歯科衛生士指導の下、入居者個々

の口腔状態の把握を行い、個別支

援計画の作成、摂食状態の維持・改

善に努めるとともに、感染症予防

に繋げる。 

 

＜入浴管理支援＞ 

入居者個々の状態に合った入浴方

法にて週 2 回実施を行う。体調不

良時は清拭を行い清潔保護に努め

る。 

る。 

 

 

 

 

 

 

口腔ケア方法の設

定と状態変化によ

る見直し。 

 

 

 

 

実施方法の設定と

状態変化に対する

検討を行う。 

合 30％

未満。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▪口腔・栄

養スクリ

ーニング

加算。 

  

＜給食・栄養支援サービス＞ 

担当職種 ：栄養士・調理員・看護師・支援員(介護員)の連携により実施しま 

す。 

関係委員会：給食委員会（3ヶ月/1回開催） 

  実施内容（具体的内容） 個別支援計画 KPI 取得加算 

栄養士による嗜好調査をケア会議

時に合わせ調査書を基に実施す

る。残食の多い献立については栄

養士が内容を見直し、調理員は調

理方法などを検討し、残食量の減

少に努める。 

摂取状態に合わせ

た食事形態の提供

を行う。 

毎月の平

均残食量 

朝 ： 0.5

㎏ 

昼 ： 0.8

㎏ 

夕 ： 0.7

㎏ 

未満とす

る。 

▪口腔・栄

養スクリ

ーニング

加算。 

BMI 値が 18.5％以上の入居者でも

体重の減少や、食事量の低下がみ

られる場合は、給食会議時に情報

目標値内にあるか

定期の体重測定を

実施する。 

BMI値が 

18.5％未

満者割合
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共有を行い、看・支援員(介護員)に

て日々の様子を観察し、食事形態

の変更等で早めの対応を行う。 

BMI 値が目標値以下の入居者につ

いては、体重測定による経過観察

を行い対策について検討する。 

を 15％

以下とす

る。 

 

＜認知症ケア＞ 

担当職種：嘱託医・看護師・支援員(介護員)・生活相談員・介護支援専門員の 

連携にて実施します。 

関係委員会：自立支援介護委員会（毎月 1回開催） 

実施内容（具体的内容） 個別支援計画 KPI  

状態を把握し、委員会に於いて、そ

の症状（タイプ）を検討し、状態に

応じた対応を行うことで改善に努

め QOLの向上を図る。 

 

症状（タイプ）の把

握を行い、症状の改

善目標を設定する。 

 ▪認知症

専門ケ

ア加算 

▪若年性

認知症

加算 

 

３．安全対策実施計画 

  担当課  ：総務・医務・支援員(介護員)・厨房 

  関係委員会：防災委員会 

     実施内容（具体的内容） KPI 

火災、および自然災害、その他、緊急事態などに備え、

通報、消火、避難誘導訓練を年 2回実施する。講師を

招いた防災教育や救急法に関する研修会を年 1 回計

画する。 

感染症対策や自然災害等に対する BCP の内容につい

て適宜見直し、必要に応じて改善する。 
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 ４．組織及び人員体制計画 

  （１）組織体制計画 

                    施設長 

                 

        総務課   医務課  支援課  業務課   厨房課 

        事務員   看護師  支援員  相談員   給食員 

       環境整備員    

               

  （２）人員体制計画（令和５年度末）     

（単位：人）  

役職名 令和４年度実績 令和５年度計画 

正職 非正職 正職 非正職 

施設長 1 (0.5)   1 (0.5)   

課長 1 (1)   1 (1)   

生活相談員 1 (1.3)   1 (1.3)   

介護支援専門員  (0.2)    (0.2)   

看護師 3 (3) 1 (0.2) 3 (3) 1 (0.2) 

支援員 4 (4) 11 (8.8) 4 (4) 10 (7.8) 

栄養士   1 (1) 1 (1) 
  

調理員 2 (2) 5 (2.5) 3 (3) 4 (2.2) 

事務員   1 (1)   1 (1) 

環境整備員   1 1(0.8)   1 (0.8) 

計 12 (12) 20 (14.3) 14 14 17 (12) 

カッコ内常勤換算数    

＊養護と特定施設との合算人員 

   ＊施設長は総務課長・厨房課長兼務(0.5人分) 

   ＊業務課長(兼医務課長兼支援課長)は生活相談員・介護支援専門員兼務(0.5人分) 

 

［人財育成計画（研修計画）］ 

  （１）事業所内研修 

研修名 対象者 予定人員 研修内容 

認知症ケア 全職員 ２０名 認知症の正しい理解と対

応について学び、実践につ
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なげる。 

身体拘束、高齢者虐待防

止 

全職員 ２０名 定期的なセルフチェック

をもとに、身体拘束、虐待

の防止に取り組む。 

介護技術 看護・支

援員 

１５名 マニュアル、介護実技の確

認により統一したケアの

提供を行う。 

口腔ケア 看護・支

援員 

１５名 基本的知識や技術を学び、

疾患予防及び病状悪化防

止に取り組む。 

感染症対策 全職員 ２０名 感染症の知識と心構えを

学び、予防の重要性を確認

する。 

救急法 全職員 ２０名 迅速な救命処置が行える

よう心肺蘇生法、AED使用

法について学ぶ。 

 

  （２）事業所外研修（外部派遣研修） 

研修名 対象者 予定人員 研修内容 

リスクマネジメント研

修Ⅰ.Ⅱ 

係長 １名 果たすべき役割について

理解し、問題解決能力を身

に付ける。 

人事管理研修Ⅰ 主任 １名 人事管理制度や職員育成

の仕組みについて理解を

深める。 

人権・権利擁護研修 主任 

一般職 

１名 尊厳保持と自己決定を尊

重した介護の実践に生か

す。 

指導的職員研修 主任 １名 職員指導に関する理解や

知識の習得について学ぶ。 

県老人福祉施設協議会

研究大会 

全職員 ３名 事例研究の発表。 

（事例発表（10月）予定） 

認知症介護実践者研修 介護実務

経験 2 年

以上 

１名 認知症の方に対する質の

高いケアについて学ぶ。 

認知症介護実践リーダ

ー研修 

実践者研

修修了者

１名 認知症介護のリーダー的

立場となるよう、研鑽す
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で 1 年以

上経過 

る。 

 

（３）事業所間研修 

研修名 対象者 予定人員 研修内容 

接遇・マナー 全職員 １０名 気持ちの良い職場環境に

なるためのさらなる接遇・

マナー向上を目指す。 

ハラスメント 全職員 １０名 ハラスメントについて理

解を深め、ハラスメントの

ない職場づくりを行う。 

 

［地域との関係強化計画］ 

  取り組み事項 具体的内容 

ボランティア、地域交流事業の受け

入れ強化 

学校、福祉施設、公民館サークル、ボ

ランティアセンターなどへ依頼し、見

学、実習、交流会などを実施する。 

施設、備品の有効活用 施設訪問（交流会）を行い、サークル

活動発表の場としていただく。 

（音楽機材、レクリェーション道具な

どの貸し出し等。） 

公益事業の推進 介護者家族の会、運動教室、認知症教

室などの活動地域を拡大する。 

災害時などの協力支援体制づくり 近隣地域、自治会、役場などと協議を

行い有事の際の支援体制を構築させ

る。 

 

［生産性向上計画］ 

（１）稼働率向上計画 

 令和５年度 

定員数 ５０人 

利用率 ９８％ 
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（２）新加算取得計画      

取得加算（実績） 取得加算（計画） 

医療機関連携加算 医療機関連携加算 

サービス体制提供強化加算Ⅲ サービス体制提供強化加算Ⅲ 

処遇改善加算Ⅰ 処遇改善加算Ⅰ 

特定処遇改善加算Ⅰ 特定処遇改善加算Ⅰ 

措置費、管理費加算 措置費、管理費加算 

科学的介護推進加算 科学的介護推進加算 

 口腔・栄養スクリーニング加算  

 夜間看護体制加算 

 認知症専門ケア加算 

 退院・退所時連携加算 

 若年性認知症入居者受入加算 

 生活機能向上連携加算Ⅰ 

 個別機能訓練加算 

 ADL維持等加算 

 

（３）業務見直し計画 

業務見直し計画    期待される成果 

節電に努めた業務を実施する。 価格単価の高騰に対し、無駄な電気の使用

を抑え料金の削減に繋げる。 

見守り機器の導入を検討する。 

 

職員の移動時間短縮と安全性の確保に役立

て事故を未然に防ぎ、事故件数の減少に繋

げる。 

多職種連携による業務分担を行う。 協力体制により、最低限の職員数で業務に

あたり、生産性を維持または高める。 

 

 ［施設等整備計画］ 

整備分類 実施内容 実施目的 実施時期 

器具備品 洗面台給湯器の経年劣

化による更新が順次必

要。（5か所予定） 

利用者の安全な生活の

ため、洗面台に内蔵し

ている給湯器を更新す

る。 

8 月までに実

施。 

施設整備 高圧電気ケーブル及び

中開閉器の更新 

経年劣化により更新が

必要。 

9 月までに実

施。 
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施設整備 非常用照明器具の交換 

（5～10か所） 

4 年度の点検にて不具

合が判明したため交換

が必要。 

6 月までに実

施。 

施設整備 床材の張替え（居室 1，

洗面台前床 2か所） 

及び畳表替え（3か所）

実施。 

経年劣化により更新が

必要。 

4 月から 11 月

までの期間中 

施設整備 受水槽機器の更新。 4 年度の清掃点検の際

に更新の必要性を指摘

された箇所を更新す

る。 

5月 

施設整備 非常用電圧機修理。 定期点検にて修繕箇所 

があったため。 

4月 

施設整備 照明器具を LED へ変更

する。（静養室 4，トイ

レ 10か所） 

計画的に交換を実施す

る予定。 

11 月までに実

施。 

器具備品 ベッドの更新を行う。 経年劣化により随時ベ

ッドを更新する必要が

ある。（5台程度予定） 

10 月頃までに

実施。 

業務委託 草刈、植木の剪定 施設周辺の美化整備の

ため。 

6.8.9.10月 

業務委託 床ワックスがけ 床の保全のため 8月 

器具備品 中庭テラスへ日除け対

策として収納式サンシ

ェードを設置する。 

外気浴や屋外喫茶等を

実施する際の日除け対

策のため。 

7 月までに実

施。 

 

「積立計画」 

              （単位：千円） 

積立目的 積立額 

再建設 10,600 

大規模修繕 0 

その他 2,400 

 計 13,000 
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［感染症・災害への対応力強化計画］ 

   感染症・災害への対応力を強化するため、BCPに基づくシミュレーションや訓練

を実施する。 

 

［特記事項］ 

   ・第三者評価受審予定。 

   ・老施協研究大会事例発表予定。 

 

                                    以上 
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令和５年度(２０２３年度)いわみ西・東・日貫保育所拠点事業計画 

〔いわみ西保育所・東保育所・日貫保育所〕 

 

Ⅰ．事業方針 

≪保育理念≫ 

◎ 保育に欠けるすべての子どもにとって、最もふさわしい生活の場を保障し愛護

すると共に、最善の利益を守り、保護者や地域と力を合わせ共にその福祉を積

極的に増進します。 

◎ 集団生活の中で一人ひとりの能力を最大限に発揮できるよう、豊かな人間性を

持った子どもを育成します。子育て負担感の緩和を図り安心して子育て・子育

ちができるよう保護者への支援をし、合わせて地域における家庭支援も行いま

す。 

◎ 児童福祉の推進を図るために、職員は豊かな愛情を持って接し、児童の処遇向

上のため、知識の修得と技術の向上に努めます。又、家庭支援の為に常に社会

性と良識に磨きをかけ、相互に啓発を行います。 

 

 ≪保育方針≫ 

   〇一人ひとりの子どもの育ちを支えます 

   (現在をもっともよく生き望ましい力の基礎を培います) 

   〇保護者の子育てを支えます 

   (保護者の意向を受け止め子どもと保護者の安定した関係に配慮し援助します) 

   〇子どもと子育てにやさしい地域を作ります 

   (地域とのふれあいや連携を図ります) 

 

≪保育目標≫ 

   ～心豊かにたくましく生きる子ども～   

   ・いきいき遊び、やる気とやりぬく気力のある子ども 

   ・人の話をよく聞き、自分の思いを伝えられる子ども 

   ・思いやりと感謝の気持ちを持つ子ども 

 

 

 

 

 

 



 

60 

 

Ⅱ．事業目標 

１．利用者サービスの充実 

    保育所保育指針に基づいて保育を行っていきます。「健康」「人間関係」「環

境」「言葉」「表現」の各領域に沿って、発達に応じたかかわりを行い、養護と

教育を一体的に展開し、保育士が子どもを一人の人間として尊重し、深く愛 

し、守り、支えていきたいと思います。乳児保育については、この時期の発達

の特性を踏まえ、生活や遊びが充実することを通して、身体的・社会的・精神

的発達の基盤を培えることができます。幼児保育については、指針に示されて

いる「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を目指し、認知的能力だ

けではなく非認知的能力を高めるために「知識及び技能の獲得」「思考力、判断

力表現力などの基礎」「学びに向かう力、人間等」を育むことを目標とします。

新型コロナウィルスの影響もありますが、この時期の子どもたちにとって必要

な活動や経験は、かけがいのないものとなり出来る限り機会を作ってまいりま

す。また、子どもたちを支えていく上で、保護者との連携も重要なものとな

り、保護者との信頼関係を築きながら、保護者支援を行っていきます。 

 

KGI（重要最終目標指標） 
指標の名称 算出式 指標値 

非認知的能力の育成 ― ― 

     

非認知的能力は人格形成に係るものであり、認知的能力とは違い本来数値化

し 難い能力であり、日常の保育を通じて育まれるものです。つまり、日常の

保育環境（職員の園児への接し方や保育所の物理的環境等）が影響することに

なります。このため、目標値は設けません。 

 

２．地域社会との関係性強化 

    地域に育まれる保育所として、地域の方々との交流を進め、保育所でなけれ

ば体験できない貴重な経験の場を子どもたちに提供していきます。コロナ禍で

交流が難しくなっており関係性が薄まってきていることに対し、ＳＮＳの活用

などを通して保育所から地域への情報発信を行い、地域との関係性が弱まるこ

との無いよう積極的に取り組むこととします。 

   

KGI（重要最終目標指標） 

指標の名称 算出式 指標値 

地域社会との関係性強化 ―    ― 
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  ３．生産性の向上 

    今後子ども数の減少等を見据えると、職員数を増やさないなかで、より良い

保育を実施していくためには、業務効率を上げていくことが必要となってきま

す。しかしながら、現在インクルーシブ保育の重要性も挙げられており、子ど

もの多様化に対して、寄り添いながら保育を進めていくことも大切であると考

えております。そのためにも昨年から導入しているＩＣＴの活用度を高め、間

接的業務の時間を減らす中で、子どもとの直接的な関わりを多く持ち、生産性

の向上と保育の質の向上を目指します。 

 

① いわみ西保育所拠点                     

KGI 

（重要最終目標指標） 

指標の名称 算出式 指標値 

人時生産性 87,853千円÷40,365時間 2.17千円 

労働生産性 87,853千円÷21.2人 4,144千円 

 

② 東保育所拠点                     

KGI 

（重要最終目標指標） 

指標の名称 算出式 指標値 

人時生産性 75,030千円÷36,556時間 2.05千円 

労働生産性 75,030千円÷19.2人 3,907千円 

 

③日貫保育所拠点                       

KGI（重要最終目標指

標） 

指標の名称 算出式 指標値 

人時生産性 23,258千円÷11,995時間 1.93千円 

労働生産性 23,258千円÷6.3 3,691千円 

   算出式：算出式：人時生産性＝付加価値額÷総所定労働時間 

           総所定労働時間＝所定労働日数（238日）×8H×総職員数（常 

           勤換算数） 

           労働生産性＝付加価値額÷総職員数（常勤換算数） 
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Ⅲ．事業計画 

［サービス計画] 

１．利用者(入所者)計画 

＜いわみ西保育所＞ 

（１）利用率・稼働率計画（令和５年度末） 

定員数 計画数 
利用率・稼働率

（KPI） 

１００名 ９６名 ９６％ 

      ※今年度より利用定員数を１００名に引き下げております。 

（２）利用者構成計画（令和５年度末） 

  クラス別 計画数 構成割合 

０歳児  ８名 ８．３％ 

１歳児 １３名 １３．６％ 

２歳児 １１名 １１．４％ 

３歳児 １３名 １３．６％ 

４歳児 ２０名 ２０．８％ 

５歳児 ３１名 ３２．３％ 

計 ９６名 １００％ 

                      

＜東保育所＞ 

（１）利用率・稼働率計画（令和５年度末） 

定員数 計画数 
利用率・稼働率

（KPI） 

６０名 ６４名 １０６．７％ 

（２）利用者構成計画（令和５年度末） 

クラス別 計画数 構成割合 

０歳児 １０名 １５．６％ 

１才児  ６名 ９．４％ 

２歳児 １８名 ２８．１％ 

３歳児 １１名 １７．２％ 

４歳児 １０名 １５．６％ 

５歳児  ９名 １４．１％ 

計 ６４名 １００％ 
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＜日貫保育所＞ 

（１）利用率・稼働率計画（令和５年度末） 

定員数 計画数 
利用率・稼働率

（KPI） 

２０名 １２名 ６０％ 

（２）利用者構成計画(令和５年度末) 

年齢別クラス 計画数 構成割合 

０歳児 ２名 １６．６％ 

１歳児 ３名 ２５．０％ 

２歳児 １名  ８．４％ 

３歳児 ３名 ２５．０％ 

４歳児 ２名 １６．６％ 

５歳児 １名 ８．４％ 

計 １２名 １００％ 

 

２．サービス実施計画 

 別紙「教育及び保育の内容に関する全体的な計画（案）」のとおり実施する。 
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３．組織及び人員体制計画 

＜いわみ西保育所＞ 

（１）組織体制計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※クラス担当リーダーの内１名は係長 

 

 

 

（２）人員体制計画（令和５年度末）            

（単位：人） 

役職名 令和４年度実績 令和５度計画 

正職 非正職 正職 非正職 

所長 １  １  

主任保育士 １  １  

保育士 １１ ３(３．０) １０ ３(２．８) 

子育て支援員  ２(２．０)  １(１．０) 

管理栄養士 １  １  

調理員  ４(２．４)  ３(２．４) 

看護師  ３(１．２)  ３(１．０) 

清掃員  １(１．０)  １(１．０) 

     

計 １４ １４(９．６) １３ １１(８．２) 

カッコ内常勤換算数 

 

 

 

 

所長（１） 

主任保育士（１）係長 
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境
整
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当
（
１
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（
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） 

０
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児
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当
（
３
） 

１
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児
担
当
（
２
） 

２
歳
児
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当
（
２
） 

３
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児
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当
（
１
） 

４
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児
担
当
（
１
） 

５
歳
児
担
当
（
２
） 

一
時
保
育
担
当
（
１
） 
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・
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（
１
）
係
長 

 
 
 
 
 

調
理
員
（
２
．
４
） 

フ
リ
ー
（
１
．
８
） 
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＜東保育所＞ 

（１）組織体制計画 

 

     

  

   

    

 

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

（２）人員体制計画（令和５年度末）  

（単位：人） 

役職名 令和４年度実績 令和５年度計画 

正職 非正職 正職 非正職 

所長 １  １  

主任保育士 １  １  

保育士 ５ １０(６．７) ５ １０(７．４) 

子育て支援員  ２(２．０)  ２(２．０) 

調理員 １ ４(１．４) １ ４(１．４) 

清掃員  ３(０．４)  ２(０．４) 

計 ８ １９(１０．５) ８ １８(１１．２) 

カッコ内常勤換算数 

 

                               

  

 

 

  

所長（１） 

 

主任保育士  

（１） 

 

環
境
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備
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当
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） 

 

３
歳
児
担
当
（
１
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当
（
２
） 

５
歳
児
担
当
（
２
） 

厨
房
担
当
（
２
．
４
） 

パート保育士 

（保育士換算数２．４） 
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＜日貫保育所＞ 

（１）組織体制計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）人員体制計画（令和５年度末） 

                            （単位：人） 

 

カッコ内常勤換算数 

 

［人材育成計画（研修計画）］ 

（１）事業所内研修（石見さくら会保育研究会） 

研修名 対象職位 予定人員 研修目的 

調理担当者研修 栄養士 

調理師 

５名 調理技術の向上を図る。 

実技研修 保育士 ２０名 会員の保育技術の向上を図る。 

保育研修 全職員 ３５名 子どもの発達や関わり方を学ぶ。 

救急法講習会 全職員 ３５名 救急法を実践で役立つよう学ぶ。 

防犯訓練 全職員 ３５名 不審者に対する職員の意識と対

応方法等を学び役立てる。 

年齢別、主任、調理

師話し合い（隔月） 

全職員 ４０名 保育所間で情報交換、情報共有を

行い日々の保育の向上を図る。 

 

 

 

役職名 令和４年度実績 令和５年度計画 

 正職 非正職 正職 非正職 

所長 １  １  

保育士 １ ６(３．２) １ ６(３．２) 

調理員  ２(１．１)  ２(１．１) 

計 ２ ８(４．３) ２ ８(４．３) 

所長（１） 

乳
児
ク
ラ
ス
担
当 

（
３
．
２
） 

幼
児
ク
ラ
ス
担
当
（
１
） 

厨
房
担
当
（
１
．
１
） 
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（２）事業所外研修（外部派遣研修） 

研修名 対象職位 予定人員 研修目的 

邑南町保育研究主催 

実技研修 全職員 ２０名 未定 

邑智郡保育研究会 

邑智郡保育研究会総会 全職員 ３５名 未定 

研究大会 全職員 ３５名 未定 

実技研修 保育士 ２０名 未定 

島根県保育協議会 

保育士キャリアアップ研修

【乳児保育】 

保育士 ３名 乳児保育のねらいや関わ

り方を学び保育の充実を

図る。 

保育士キャリアアップ研修

【幼児教育】 

保育士 ３名 幼児教育のねらいや内容

等を学び心身の発達を援

助する。 

保育士等キャリアアップ 

【障害児保育】 

保育士 ３名 障害の理解と正しい支援

の方法を学ぶ。 

保育士等キャリアアップ 

【食育・アレルギー】 

保育士 

栄養士 

３名 栄養やアレルギー等につ

いて学び子どもの食生活

や食育計画に生かす。 

保育士キャリアアップ研修

【保健衛生・安全対策】 

保育士 

看護師 

３名 子どもの衛生的で安心安

全な環境作りの為の対応

策を学ぶ。 

保育士キャリアアップ研修

【保護者支援・子育て支援】 

保育士 ３名 保護者とのや関わり方、

支援方法などを学ぶ。 

保育士キャリアアップ研修

【新任保育士向け保育実

践】 

保育士 １名 保育士としての子どもや

保護者との関わり方等を

学び保育に生かす。 

全国保育研究大会 全職員 ３名 未定 

保育者研修会 保育士 ３名 未定 

県主任・調理師研修会 主任保育

士 

調理師 

３名 未定 

県所長研修 所長 ３名 未定 

島根県福祉人材センター主催 
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指導的職員研修Ⅰ・Ⅱ 保育士・

係長 

２名 ４級昇格・資格要件研修 

ＯＪＴ推進研修 係長・所

長 

４名 ４級昇格・資格要件研修 

人権・権利擁護研修 係長 ５名 ４級昇格・資格要件研修 

人事管理研修Ⅰ・Ⅱ 所長 ２名 ５級昇格・資格要件研修 

労務管理研修 所長 ２名 ５級昇格・資格要件研修 

メンタルヘルス研修Ⅱ 係長 １名 ５級昇格・資格要件研修 

リスクマネジメント研修Ⅰ・Ⅱ 所長 １名 ５級昇格・資格要件研修 

メンタルヘルス研修 全職員 １５名 心身共に健康的で働きや

すい職場を作る。 

リスクマネージャー養成講

座 

所長 １名 リスクマネジメントにつ

いて学び活かす。 

エルダー制度研修 保育士 １名 エルダー制度を学び新人

職員育成に当たる。 

石見養護学校研修会 保育士 ５名 障がい児について専門的

に学ぶ。 

  ※リモート研修含む 

 

（３）事業所間研修 

研修名 対象職位 予定人員 研修目的 

人権研修 全職員 ２０名 人権・権利擁護について理解を

深め職場環境作りに生かす。 

接遇・マナー研修 全職員 ２０名 ご利用者や職員間の関係作りの

スキルを身につける。 

ハラスメント研修 全職員 １０名 ハラスメントを理解し気持ちよ

い職場環境を作る。 

 

［地域との関係強化計画］ 

  実施事項 実施内容（具体的内容） KPI 

ボランティアの積

極的受入れ 

・ボランティア募集を計画的に行う。 

(園児と一緒に草取り・畑作り・干し柿作りなど） 
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［生産性向上計画］ 

実施事項 実施内容（具体的内容） KPI 

ＩＣＴ化の活用 ＩＣＴ化（「はい！チーズ」システム）

のさらなる活用によって間接業務の時間

短縮に取り組む。（登降所の時間管理、

保護者からの欠席連絡、個別連絡帳の記

載、保護者への緊急連絡など）事務効率

を上げ、時間の有効活用で生産性を上げ

ていく。 

・事務の効率を上

げる。 

・保護者への情報

発信力を高める。 

 

［施設等整備計画］ 

  ＜いわみ西保育所＞ 

 整備分類 実施内容 実施目的 実施時期 

施設整備 ・和式便器から洋式便

器への改修工事(３歳

児横トイレ１機)・梅組

横トイレ２機) 

・園児家庭では洋式便器

が主流であり、和式便器

が使用されないため、洋

式便器に変えて、使用し

たい。 

６月 

施設整備 ・乳児室手洗い場カラ

ン取り換え工事 

・乳児の手が届かず、手

洗いが難しいため、カラ

ンを長いものに取り換え

る。 

４月 

施設整備 ・駐車場園庭門付近の

照明増設 

・冬場の迎時に外灯がな

く、保護者の迎えがわか

りにくいため照明を設置

したい。 

５月 

保育備品 ・午睡時の睡眠チェッ

ク機の導入 

（睡眠チェック機９台 

レンタル契約) 

（確認用タブレット１

台購入） 

・乳児は午睡時に 5 分ご

との睡眠チェックを行っ

ているが、園児一人ひと

りに個別に機器をつける

ことで、保育士の時間負

担、精神的負担を軽くす

る。 

４月 

保育備品 ・遊具の購入 

 

 

・子どもの発達に必要な

遊具（ブロック・人形・ま

まごと遊び道具など）を

随時 
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 随時購入する。 

保育備品 ・絵本の購入 ・絵本を購入し、子ども

の成長を支える。（各クラ

スに必要なものを随時購

入） 

随時 

 

＜東保育所＞ 

 整備分類 実施内容 実施目的 実施時期 

施設整備 ・高圧気中開閉器更新

工事 

・交換推奨年数から７年

超過して更新が必要な

為。 

６月 

施設整備 ・東保育所裏駐車場舗

装工事 

・各マンホール周辺の陥

没で段差となり、雨天時

には広範囲に水溜りがで

きる為。 

５月 

リース物件 ・印刷機のリース契約 ・リモート研修など資料

の印刷物が多くなった

為。 

５月 

保育備品 ・０歳児に午睡チェッ

ク器具を導入する。 

 

・SIDSのチェックの安全

性を高める為。保育士の

時間的、精神的負担を軽

減する為。 

５月 

施設整備 ・テラスの修繕 ・裏テラスの腐食部分を

修繕し、安全に遊べるよ

うにする。 

６月 

施設整備 ・固定遊具の修繕 ・腐食が進んでいる個所

を修繕し、安全に遊べる

ようにする。 

５月 

施設整備 ・駐車場の外灯の更新 ・水銀灯が生産中止にな

った為。 

６月 

保育備品 ・テーブルやロッカー

の購入 

・クラスの人数に合わせ

てテーブルやロッカーを

購入する。 

４月 

保育備品 ・玩具の購入 

・絵本の購入 

・乳幼児の破損した玩具

の入れ替えや発達に伴い

随時 
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 乳幼児用絵本の補充 

・自然観察や道徳性の

ある絵本 

・紙芝居の補充 

必要な玩具を購入する。 

・乳幼児の破損した絵本

や乳幼児の発達に伴う絵

本を購入する。 

保育備品 

 

・２歳児クラスに電子

ピアノを購入 

・古いオルガンの破棄 

・オルガンの老朽化の為

電子ピアノに更新する。 

・老朽化したオルガンを

破棄する。 

５月 

保育備品 ・食器類 

・調理器具の更新 

・老朽化している調理に

必要な備品や破損した食

器類を更新する。 

４月 

施設整備 ・棚の設置（桜組） ・作品や備品を置く棚が

ない為。 

４月 

保育備品 ・サッカーゴール幼児

用 

・旧園舎からのもので老

朽化が進み更新する。 

５月 

 

＜日貫保育所＞ 

整備分類 実施内容 実施目的 実施時期 

施設整備 ・コンセント増設（事

務室、保育室、ほふく

室） 

・コンセント不足による

たこ足配線の改善。 

５月 

施設整備 ・園庭倉庫の設置 

 

 

 

・三輪車等の遊具を片付

ける倉庫が狭く、老朽化

しているため、広い屋根

付きの倉庫を園庭に設置

する。 

６月 

施設整備 ・保育室（幼児組）エ

アコン更新 

・冷房のみのエアコンを、

冷暖房付きのエアコンに

更新し、機能性面を考え

る。 

７月 

保育備品 ・絵本の購入 

・玩具の購入 

・季節や子どもの発達に

あった絵本・紙芝居を購

入。 

・子どもの感性や成長を

育む玩具を購入。 

 

随時 
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施設整備 トイレの交換工事 

（和式から洋式へ） 

・洋式用トイレが一箇所

しかなく不便なため。和

式を洋式に変えることで

利便性を良くする。 

５月 

 

「積立計画」 

                                  （単位：千円） 

積立目的 積立額(いわみ西) 積立額(東) 積立額(日貫) 

再建設 １，８２０ ３，５１０ ０ 

大規模修繕 ２８０ ５４０ ０ 

その他 ２１０ ４０２ ０ 

計 ２，３１０ ４，４５２ ０ 

                                     

［感染症・災害への対応力強化計画］ 

 ・別紙「教育及び保育の内容に関する全体的な計画（案）」のとおり実施する。 

 

【特記事項】 

 ・特になし 

以上 
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〔東保育所拠点地域子育て支援センター〕 

   

      

 Ⅰ．事業方針 

  ＜支援理念＞ 

    地域の子どもの健やかな育ちを実現することができるよう、子育て家庭が抱え

る育児不安や孤独感を軽減し、子育ての楽しさや成長の喜びを感じることができ

るよう支援します。それを踏まえ、子どもの育ちを家庭と連携して支援し、子育

て家庭の養育力の向上に努めます。又、地域社会及び子育て支援団体・各機関と

連携を図り、地域と親子をつなぐ架け橋となって地域の子育て力向上にも貢献し

ます。 

 

  ＜支援方針＞ 

   ・親子の絆を深めるため、子育て親子の交流の場として在宅親子が安心できる居 

   場所となるよう努めます。 

・子育ての不安や悩みに寄り添い、場合によっては関連機関と連携を図って援助 

します。 

・子育てサークルや子育て支援団体と連携を図り交流活動を支援します。 

・地域の子育て支援関連情報を提供し、様々な保護者支援の輪を広げます。 

 

  Ⅱ．事業目標 

    在宅親子同士や専門職との交流を通じて在宅親子の孤立感や不安感を軽減し

ていく。 

 

 Ⅲ．事業計画 

［サービス計画］ 

１． 利用者計画 

利用率・稼働率計画（令和 5年度末） 

在宅親子数 利用計画数 利用率（KPI） 

   ２９組    ２９組    １００％ 

    今後出生があると、在宅親子数は増えていきます。 

 

 

 

 

 



75 

 

２．サービス実施計画 

    ＜子育て親子の交流の促進＞ 

     実施内容（具体的内容） KPI 

○在宅親子の交流を図り、子育ての孤立防止を図るため 

に子育て支援室『すくすく』を開所し、在宅の親子がゆ 

ったりと過ごせる環境の場を提供する。 

毎週 月曜日～金曜日開所 

（9：30～11：30、13：30～16：30） 

 

 

○保育所在園児と在宅親子が交流することで、自分の子

どもの発達を客観的に捉えると共に、保育所の様子を知

り、入所への安心感に繋げるために、各保育所に開放日

を設ける。 

 いわみ西保育所・・・親子サロン 

（月 1回午前中） 

 東 保育所  ・・・わくわくデー 

（月 1回午前中） 

 日貫保育所  ・・・ぴよぴよデー 

（月 1回午前中） 

 

 

     

＜子育てに関する相談・援助＞ 

     実施内容（具体的内容） KPI 

○来所や電話による子育て等に関する相談・援助を常時 

行う。 

（8：30～17：00） 

・邑南町の保健師との情報共有を図り、より的確な支援 

を実施する目的と、町内全体の親子と触れ合いをもちな 

がら悩みを聞いたり、生活習慣や子どもとのかかわり方 

等の助言を行うために、町の乳幼児健診に担当保育士が 

参加する。 

・支援センターやファミリーサポートセンター「さくら 

んぼクラブ」の案内をして、子育て事業を周知してもら 

い、地域の子育て家庭を支える役割の一環として積極的 

に取り組む。 
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＜地域へ子育て関連情報の提供＞ 

     実施内容（具体的内容） KPI 

〇より多くの在宅親子に利用していただけるよう支援 

センターの活動案内等の情報発信を行う。 

 

・機関誌『すくすく』『月の行事』を在宅親子に毎月発 

行する。 

・地域の民生委員や公民館などにも送付する。 

・地域の公共の場や病院、保健センターなどにも掲示さ 

せていただく。 

・広報紙『さくらだより』での情報発信。 

・ホームページにて支援センターの活動案内を掲載す 

る。 

・子育てに関する講演会やイベントの案内を配布する。 

・無線放送で支援センターの活動をお知らせし、地域を 

超えた町内の在宅親子に呼びかけて活動内容を発信す 

る。 

・赤ちゃんが誕生したご家族や、石見地区に転居された

方に『子育て支援センター』の案内を送付する。 

 

     

＜子育て及び、子育て支援に関する講座の実施＞ 

     実施内容（具体的内容） KPI 

〇在宅親子同士の交流を通して、相互支援となるよう働 

きかけるとともに、専門職と連携し、保護者が子どもの 

発達状況を知り、我が子への興味や関心を高め養育力や 

知識の向上を図り不安感の軽減に繋げる。 

・アートデー（月１回） 

…絵画・製作活動、感触遊び 

・わらべうた遊び・絵本の紹介 

（毎月１回）…親子でのふれあいの推進、母親への支援 

・３Ｂ体操、リズム遊び（隔月１回） 

…親子の触れあい、母親のリフレッシュ 

・出前講座（月１回） 

ベビーマッサージ、歯の指導、離乳食の指導相談、育 

児相談、離乳食講座 
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 ３．組織及び人員体制計画 

  （１）組織体制計画 

                

 

 

 

 

  （２）人員体制計画（令和 5年度末）           （単位：人） 

役職名 

 

令和 4年度実績 令和 5年度計画 

正職 非正職 正職 非正職 

センター長     

嘱託保育士  1(1.0)   

保育士  3(2.1)  4(2.5) 

     

計   4(3.1)  4(2.5) 

カッコ内は常勤換算数 

センター長は東保育所長の兼務とするが、人数にカウントしない。 

      

 

  ［人財育成計画（研修計画）］ 

   （１）事業所内研修 

研修名 対象者 予定人員 研修内容 

救急法講習会 全職員 3名 現場で役立つ救急法を学ぶ。 

防犯訓練 全職員 2名 不審者侵入時の職員の対応

連携を学び実践に繋げる。 

実技研修 全職員 1名 未定 

 

（２）事業所間研修 

研修名 対象者 予定人員 研修内容 

人権研修 全職員 １名 人権尊重の為の知識を学ぶ。 

食の推進研修 全職員 1名 食生活の改善を図る。 

接遇研修 全職員 1名 人とのより良い関係を築く

スキルを学ぶ。 

 

 

センター長 

保育士

(2.5) 
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［地域との関係強化計画］ 

   実施事項 実施内容（具体的内容） KPI 

地域の子育て関連事業

への参加 

   

・地域に出向き、親子交流活動や子育てサー 

クルの援助を行う。 

瑞穂子育て支援センターとの交流   

こぐまクラブの活動支援 

・地域の団体や福祉施設との交流を行う。 

 

 

［生産性向上計画］ 

  ・保育所と同じ 

   

［施設等整備計画］ 

   

 整備分類 実施内容 実施目的 実施時期 

保育備品 絵本や玩具を

購入 

絵本や玩具が痛んでいる為

入れ替える。 

5月 

 

［感染症・災害への対応力強化計画］ 

  ・東保育所と同じ 

 

［特記事項］ 

  ・特になし 

                                    以上 

 


